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Ⅰ　は じ め に

　沖縄県において最初に発行された新聞は，1893

年（明治 26）9 月那覇で創刊された『琉球新報』

である．以後，同新聞は現在まで太平洋戦争中の

一時期を除き，継続発刊されていて，今年（2012 年）

で創刊 119 年目を迎えることになる．一方，集団

としての沖縄県における移民の開始は，1899 年（明

治 32）ハワイのサトウキビ耕地への 26 人の契約移

民であったので，今年 113 年目ということになる．

いずれも一世紀をゆうに超えている．

　本稿では「新聞紙上にみる沖縄移民 100 年史」

の構想のもと，その一環として第二次世界大戦前

の昭和期に焦点をあて，「新聞記事にみる昭和戦前

期沖縄県における移民事象」と題して記述する．

なお，同上テーマによる明治期については『南島

文化』第 34 号，大正期については『移民研究』第

8 号へ投稿，掲載されているので参照してほしい
1）．

　ふり返ってみて，社会の実態を解明する研究法

のツールとして，社会科学における新聞が大いに

役立っていることは万人が認めるところであろう．

そのことは研究者の多くが新聞記事資料を著書・

論文等で採用していることからも証明される．こ

の膨大な新聞の中から移民記事を拾いだすことだ

けでも，多くの時間を要する．それ以上に，これ

まで発刊された新聞の原紙が，図書館等でどれだ

け保存・管理されているかが第一の課題である．

　沖縄県においては第二次世界大戦前発行の県内

新聞は，太平洋戦争の影響もあり，その大部分は

消滅したと考えられる．しかし，わずかながら明

治期から大正期にかけての新聞は，国立国会図書

館等で保存・管理されていたため，原紙であるい

は複写したものを閲覧することができる．大正期

から昭和戦前期の沖縄の新聞も，最近，県公文書

館内の史料編集室の精力的な調査・収集によりそ

ろいつつある．それでも氷山の一角かもしれない

が，新聞収集のような地道な基礎資料の発掘は移

民研究を進めるうえで重要である．

Ⅱ　昭和戦前期沖縄県移民の新聞記事収集と

見出しの分析

　沖縄県において大正期と昭和戦前期の県内発行

の新聞はさほど多くみつかっていない．それでも，

最近戦前県下で発刊された新聞がみつかり，なか

でも県公文書館内の沖縄県教育委員会発行の『史

料編集室紀要』で，2000 年以降に発見された移民

記事を含む戦前の新聞が紹介されている
2)
．

　表 1 は 2007 年沖縄県教育委員会発行の『植物

標本より得られた近代沖縄の新聞』の昭和戦前期

の移民関係記事見出し一覧である．本稿の昭和戦

前期とは 1927 年（昭和 2）から太平洋戦争終結の

1945 年（昭和 20）までの 19 年間とする．

　同表の記事掲載年月日をみると，1927 年 1 月か

ら 1937 年（昭和 12）7 月までの 10 年６か月にわたっ

ているが，その間記事掲載のない年次も少なくな

い．新聞紙残存量とも関係するが，同表の移民記

事掲載の多い年次は，1927 年・1928 年（昭和 3）・

1933 年（昭和 8）・1934 年（昭和 9）・1937 年の 5

年次である．

　新聞名をみると，昭和戦前期において『沖縄朝

日新聞』『沖縄タイムス』『沖縄昭和新聞』『琉球新報』

『沖縄日日新聞』『沖縄日報』『大阪毎日鹿児島沖縄

版』の 7 紙もあり，短期間発行の新聞があったと

はいえ，地方紙としては多かったと思われる．

　記事見出しを分析すると，移民記事が 48 件採録

されているが，うち広告が 16 件もあり，全体の
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33.3%をも占めている．

　採録されている記事で海外移民先国（地域）を

みると，ペルー・カナダ（加奈陀）・アメリカ合衆

国本土（米国）・ハワイ（布哇）・南米・ブラジル（伯

国）・南洋・サイパン・裏南洋・表南洋・フィリピ

ン（比島）がでてくる．

　一方，移民送り出し例としての沖縄県内におけ

る移民事象の記事は数多く，実にバライティーに

富んでいる．一般庶民にとって，このような移民・

出稼ぎ事象は日常目にすることであり，県内の新

聞社にとってはニュースバリューが高く，記事と

して多く採用したと思える．

　広告の内容をみると，県内の移民周旋業者によ

る海外移民の案内・募集に関するものがほとんど

であった．移民周旋業者としては，海外興業株式

会社，南洋興発会社などの移民会社の業務代理人

として，徳原義松・新垣金造・渡慶次賀良・上地・

久富愛次郎の名がみえる．周旋業者の所在地とし

ては，県庁所在地で港湾のある那覇市であった．

また，神戸市には移民取扱業を兼ねた旅館のゑび

す屋旅館があり，橋本朝治・小那覇三郎・宮里貞

寛の人物名がみられる．那覇市では移民のための

洋服店や夜具取扱いの店が広告をだしている．人

物ではほかに，比屋定周知・伊波文学士・法学士

立作太郎・湧上県議・宮城長順・當山久三翁・南

興松本氏の名がみられた．

Ⅲ　収集新聞記事の事例

　沖縄県における昭和戦前期移民事象の新聞記事

を，時系列に沿って内容を検討し，重要と思われ

る記事を，以下 16の事例をあげて解説する．なお，

読みやすくするため，句読点は引用者により付し

た．また ,漢数字は算用数字に変換した．

①「不景気に祟られて，海外へ，海外へ，8月以降

急増した移民，一日平均 30名の申込」『沖縄タイ

ムス』昭和 2年 11月 9日（『植物標本より得られ

た近代沖縄の新聞』398頁）

　不景気に祟られて，どれもこれも海外へ海外

へと出て行くのが，最近うんと増えてきた．県

保安課を通じ，目下海外移民申込者の群が一日

30名から多い時は 40名に上るといふ発展ぶり

である．此等の申込者に対して，県では身体検査・

学力試験を課し，合格したものに就て，更に県

会議事堂で海外移住者としての常識教育をなし，

以て渡航権の交附をやってゐるが，学力考査で

散々油を搾られる連中が随分ゐる．

　左（下）に大正 11年以後に於ける移民の数を

示すと，

大正 11年 798人，大正 12年 1,256人，大正 13

年 1,442人，大正14年（不明），昭和元年 2,606人，

　右（下）の送金額は，

大正 11年 1,423,121円，大正 12年 961,029円，

大正 13年 1,511,858円，大正 14年 1,684,835円，

昭和元年 1,700,945円．

　本年度は 8月以後は比律賓島移民募集の関係

上急激に増加し，年度末までには前年度を遙に

凌駕するものと見られてゐるが，此等の渡航者

は比律賓島を筆頭に，秘露，ブラジル，新嘉坡

の順ではき出され，数年前迄第一位に居た布哇

島は最近うんと下火になった様である．

　1927年（昭和 2）11月現在，沖縄県保安課のま

とめによると，不景気のため海外移民の申込者が

増加し，一日 30 人から 40 人の申し込みがある．

この申込者に対して，県は身体検査・学力試験を

課し，合格者には常識教育を受けさせ，旅券を交

付している．県の出移民数は 1922年（大正 11）の

798人から毎年増加の一途をたどり，1926年（昭

和元）には 2,606人となり，4年間で 3.3倍にもふ

えている．海外移民から県への送金額も，ほぼ毎

年増加の傾向にあり，1926年には 170万円を突破

している．国（地域）別渡航者数をみると，数年

前まで首位に位置していたハワイ（布哇）への移

民が減り，代ってフィリピン（比律賓），ペルー（秘

露），ブラジル，シンガポール（新嘉坡）の順となっ

ている．

②「近く布哇に出発する，伊波文学士送別，一橋
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学士会館にて，去る 8 日盛大に開催」（名護朝敬）『沖

縄昭和新聞』昭和 3 年 9 月 18 日（286 頁）

　（東京支局発）去る 8 日，在京県人の有志は布

哇在住同胞等の招聘を受けて，来る 28 日の春洋

丸にて渡布の途に着く，文学士伊波普猷氏の為

め，神田一つ橋学士会館に於て，同氏の送別会

を開催したが，定刻 5 時となるや，主催者の開

会の辞，次いで主賓伊波氏は感謝の辞と抱負と

を述べ，それより会員の 5 分間演説や余興に移

り，十二分の歓を尽して 10 時散会した．因に當

日会するもの，漢那代議士，伊江男爵，神山法

学士，東恩納文学士等在京県人知名の士を悉く

網羅し，遠くは神奈川県，群馬県より馳せ参じ，

さしもの広き会館も狭隘を感ずるといふ，実に

近来になき盛会であった．

　1928 年（昭和 3）9 月 28 日にハワイ（布哇）へ

出発する伊波普猷文学士の送別会が，東京神田の

一つ橋学士会館で開催されたが，東京在住者は言

うに及ばず，神奈川県・群馬県からも県人知名士

が集まり，盛会であった．当日の参加者をみると，

漢那憲和代議士・伊江朝直男爵・神山政良法学士・

東恩納寛惇文学士らも名をつらねていた．

③「海外に於ける本県移民数，4 万人突破か」『琉

球新報』昭和 4 年 4 月 14 日（629 頁）

　沖縄県海外協会の調査による昭和 2 年 12 月末

日現在の海外に於ける本県移民数を，国別にす

ると，ブラジル 4,466（人），ペルー 3,155，ハワ

イ 8,079，メキシコ 153，シンガポール 371，ジャ

バ 35，スマトラ 16，比律賓 2,610，カナダ 102，

合衆国 416，大洋洲 24，アルゼンチン 584，キュー

バ 29，ニューカレドニヤ 82，セレベス 69，ボ

ルネオ 13，フランス 18，ボルビヤ 3，グワム 1，

計 20,226．

となり，総計 20,226 人であるが，これには移

民を多数出しゐる金武村，与那城村を初めとし

て，兼城・大里・粟国・北谷・越来・名護・国頭・

羽地・今帰仁及両先島が調査洩れになって居り，

更に，右の人員は本県より海外に渡航した移民

数であって，海外移住後かの地で生れた子弟は

ふくまれてゐないから，海外に於ける本県移民

数は，これらを併せると 4 万人に達する筈であ

る．而して，移民の多いのは布哇，ブラジルに

次いでペルー，比律賓の順序になってゐる．

　沖縄県海外協会の調査によると，1927 年（昭和 2）

12 月 31 日現在海外における沖縄県移民数は，記入

漏れのある多くの町村の移民数を追加すると，記

事の後半で 4 万人に達すると推計している．この

記入漏れ町村の移民数を追加したとしても，全体

の趨勢は変わらないと思えるので，記事前半の移

民統計を分析してみる．

　1927 年現在県の海外移民在留者数を国（地域）

別にみると，首位はハワイ 8,079 人であり，これは

全体（2 万 226 人）の 39.9% をも占める．2 位はブ

ラジルの 4,466 人で全体の 22.1%，3 位はペルーの

3,155人で 15.6%，4位はフィリピン（比律賓）の 2,610

人で 12.9% を占め，この上位 4 か国（地域）で全

体の 90.5% をも占め圧倒的に多かった．5 位以下

は移民在留数が 600 人未満となり，5 位はアルゼン

チンの 584 人，6 位はアメリカ合衆国本土（合衆国）

の 416 人，7 位はシンガポールの 371 人，8 位はメ

キシコの 153 人であった．以下，在留者数が 100

人台以下となり，カナダの 102 人，ニューカレド

ニヤ島の 82 人，セレベス島の 69 人などとつづき

全部で 19 国（地域）への移民がみられた．

④「本県の初移民，10 家族けふ出発，燃ゆる希望

を抱いて」『沖縄日日新聞』昭和8年1月12日（458頁）

　拓務省大童宣伝でブラジル移民は，今後益々

有望視され，移民国本県にとっては福音である．

拓務省が昨年 9 月以降一人につき支度金 50 円を

支給するやうになってから，本県移民も頓に増

加し，昭和 7 年中の全国移民は家族移民 108 家

族と，呼び寄せ 600 名に及び，一昨年家族移民

53 家族と，呼び寄せ移民 364 名に比し，遙に増

加してゐる．然して，家族移民の割當制限 10 家

族から 20 家族に拡張してゐるので，いやが上に
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もブラジル景気を示してゐる．當地海外興業株

式会社取扱ひによって，本県最初の同国移民は

本日台中まるで出発，21日神戸発のアリゾナま

るで，希望に燃へてブラジルに向ふことゝなっ

てなってゐる．この初移民は家族移民として市

内壷屋町 127高江洲信さん外 10家族 39名，呼

寄せ 6名，合計 45名である．

　1933年（昭和 8）1月 12日現在沖縄県からブ

ラジルへの初の移民 10 家族が，拓務省の補助

をえて那覇港を台中丸で出発する，という．県

の移民統計をみると，ブラジルへの移民数は同

年 1,077人であったが，全国的にも県としても，

翌年とともにいまひとつのピークの形成時期で

あった．

⑤「長崎市の移住教養所，利用して欲しいと，県

社会課へ通牒」『沖縄日日新聞』昭和 8年 1月 21

日（470頁）

　ブラジル行移住者に対しては神戸に移住教養

所を設置し，昭和 3年以降昨年 12月 1日迄に於

いて，58,900余人を入所せしめ，之に必要な保

護教養を施し，その業績見るべきものあったが，

一面南洋方面行移住者に対しても，之が必要を

痛感され，今般長崎市梅香崎町 27に教養所が大

部分完成を告げ，来る 2月 20日出帆の日本郵船

北野丸（入所日は 2月 13日予定）より事業開始

の予定だとある．拓務省では同方面行移住者は，

なるべく右教養所に入所せしめ，1週間乃至 10

日間無料で食事を給し，宿泊をなさしめ，この

期間中に於て移住に必要な衛生診療等を施行す

ると共に，移住者の人情，風俗，習慣並に農業

事情等に関する教養を与へ，以て南洋方面行の

海外移住者の保護上万遺憾なきを期すことゝ

なった．右に関し県海外協会へも昨日通牒がき

て，南洋行移住者に対して，入所することの有

利なる旨を説示して欲しいと依頼してゐる．

　1928年（昭和 3）設立の神戸移住教養所（旧神

戸移民収容所）についで，1933年（昭和 8）2月創

立の長崎移住教養所（長崎市梅香崎町 27，現長崎

市立病院付近）に南洋方面行移住者は入所するよ

うに，との拓務省の通達が，沖縄県社会課と沖縄

県海外協会宛にあった．長崎移住教養所では 1週

間ないし 10日間無料で食事を給し，宿泊させる．

その間，身体検査のための衛生・診療を行い，移

住者に教養をつけさせる．その後，沖縄県から東

南アジアおよび南洋群島への移民はこの長崎移住

教養所を利用することとなった．

⑥「不當取引改善せ，南洋サイパンに爭議起る，

決起した甘蔗耕作移民 2万 5,000名，湧上県議調査

に急行」『沖縄日日新聞』昭和 8年 2月 18日（480頁）

　南洋諸島にも時代の風が吹いて，いま甘蔗争

議が持ち上ってゐる．中心地は本県から甘蔗耕

作移民が最も多く行ってゐるサイパンとテニア

ンで，そのうちでもサイパン島の邦人移民 2万

5,000人は死活問題だと，強硬に不當取引改善を

叫び，大口取引会社である南洋興発会社に交渉

し，一面松田南洋長官に値上げ取引斡旋を陳情

してゐるが，埒があかぬといふので耕作者中 1

万 5,000人の多数を占める県人は，県会議員湧

上聾人氏を，また東京府下八丈島出身者達は高

木正年代議士を招いて，実情を調査してもらひ，

統治當局，取引会社への取引改善交渉を委嘱す

ることになった．當の湧上氏は 15名の県出身者

甘蔗耕作移民とゝもに，11日正午門司出帆の郵

船天城丸でサイパン島に向ったが，船中で語る．

　何しろ砂糖黍千斤の取引値段が契約移民とし

てのおとなしさにつけ込まれたのか，2円足ら

ずといふのですから，非道な搾取です．沖縄で

の取引値段は現在千斤の 4円 50銭平均で，今

回島人達が死活問題として起ったのも無理はあ

りません．東京の高木正年代議士にも悲痛な状

況を訴へ，実情調査を八丈島出身者から頼んで

ゐるので，二人して十分調査し，取引会社に改

善と反省を求め，南洋長官にも尽力を仰ぐこと

にしてゐます．若し不當取引実情が改善されね

ば，南洋統治上の一問題として，中野正剛氏や
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